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20，778人(-6) 
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三
百
年
の
伝
統
の
味
・
・
・
歴
史
と
人
情
に
は
ぐ
く

ま
れ
た
味
、
そ
れ
が
、
大
洲
の
「
い
も
た
き
」
の
味

で
す
。い
も
た
き
は
、
江
戸
時
代
か
ら
受
け
つ
が
れ
て
来

た
大
洲
独
得
の
秩
の
風
物
詩
。
秋
の
お
こ
も
り
と
し

て
行
わ
れ
て
い
た
民
衆
の
素
朴
な
親
睦
融
和
の
風
習

を
、
昭
和
四
十
一
年
に
、
外
来
の
観
光
客
に
も
楽

し
ん
で
も
ら
お
う
と
観
光
事
業
化
し
た
も
の
で
す
。

秋
の
お
こ
も
り
と
は
、
各
農
家
が
肱
川
の
河
原
へ

収
穫
し
た
夏
い
も
を
持
ち
寄
り
、
奥
さ
ん
た
ち
が
い

も
を
洗
っ
て
炊
く
聞
に
、
主
人
た
ち
が
色
々
な
相
談

ご
と
を
し
た
も
の
。
い
も
が
炊
き
あ
が
る
頃
に
は
相

談
も
ま
と
ま
り
、
老
い
も
若
き
も
一
つ
鍋
を
囲
ん
で
、

名
月
を
め
で
な
が
ら
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
し
ま
し

た
大
洲
の
い
も
は
、
肱
川
の
生
ん
だ
肥
沃
な
土
壌
で

育
ち
、
形
・
色
・
味
三
拍
子
揃
っ
た
最
良
の
い
も
で

す
。
い
も
た
き
で
は
、
丸
く
小
さ
い
い
も
を
二
、
三

十
分
煮
ま
す
が
、
形
が
く
も
す
れ
ず
、
舌
の
上
に
乗
せ

る
と
と
ろ
け
る
よ
う
な
状
態
に
炊
き
あ
が
り
ま
す
。

秋
の
一
夜
、
東
の
空
に
浮
か
ぶ
月
を
あ
お
ぎ
、
川

の
せ
せ
ら
ぎ
に
耳
を
澄
ま
せ
な
が
ら
味
わ
う
い
も
は
、

ま
た
格
別
。
大
洲
な
ら
で
は
の
味
と
風
情
で
す
・
0
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平成2年9月1日おおず広報

大洲市暴露番付表
女性の部 男性の部

八
月
一
日
現
在
、
大
洲
市
内
に
住
む
九
十
歳
以
上
の
老
人
の

数
は
百
六
十
二
人
で
、
昨
年
の
同
時
期
を
十
人
上
回
り
ま
し
た
。

ま
た
、
六
月
末
現
在
で
の
老
齢
人
口
比
率
(
総
人
口
に
お
け
る

六
十
五
歳
以
上
の
占
め
る
割
合
)
も
十
六
・
二
%
に
達
し
、
年

々
増
加
し
続
け
て
い
ま
す
。

だ
れ
も
が
豊
か
な
気
持
で
長
寿
街
道
を
生
き
ぬ
け
る
よ
う
、

地
域
社
会
の
連
帯
な
ど
に
つ
い
て
話
し
合
う
機
会
を
設
け
て
み

て
く
だ
さ
い
。

清水久右衛門

横綱

有友ムメカ

木 97歳柚

野 97歳

国 95歳

八多喜 95歳

八多喜 94歳

賀 93歳

賀 93歳

郎 93歳

郎 93歳

村 93歳

郎 93歳

宮 93歳

平

菅

五

玉

中

五

若

春

春

98歳

目
前
一
同
一
日
日
一
日
一
日
一
通

耳
目
↑
日
一
日
一
庁
長
一
回
目
白
日
日
明

野平田 103歳菅

田平
一
東
一
城

大関木102歳袖ユキヱ木植

田 92歳

山 92歳

よ須戒 92歳

川 92歳

上須戒 92歳

郎 91歳

西大洲 91歳

菅

森

蔵

五

戸

山本

松岡

祖母井

鈴木

西山

三瀬

米岡

石村

漬田

河田

森越

小西

松田

白石

西谷

古川

福岡

関脇

小結

前頭筆頭

前頭2

前頭3

前頭4

前頭5

前頭6

前頭7

前頭8

前頭9

前頭10

前頭11

前頭12

前頭13

前頭14

前頭15

前頭16

前頭17

木 99歳

木 98歳

口 97歳

木 97歳

東宇山 96歳

森 96歳

袖

柚

市

4恵

田

スヱヨ

子
一
子
一
ヱ

一
一
カ

初
一
信
一
タ

ミチヨ

ト

ヨシヲ

菊枝

リカ

メ

一一町一一一…一一

ヨシノ

宮
一
宮

田 96歳

里子 96歳

村 95歳

八多喜 95歳

田 95歳

木 95歳

田 95歳

木 95歳

口 95歳

能 95歳

能 95歳

処 95歳

村 91歳中田 95歳菅ミ
一
ノ
エ

一
サ
ズ

ア
シ

タ

登奈五郎八多喜 91歳萩大前頭18
郎 94歳五

隅
一
先
一
野
一
好
一
回
一
回
一
村
一
居
一
保
一
同
一
酉
一
回
一
谷
一
野
一
永
一
村
一
築
一
野
岡

菅

平

菅

市

菅

市

田

成

国

大
一
船
一
矢
一
一
一
一
一
前
一
坪
一
高
一
土
一
久
一
重
一
小
一
品
一
神
一
上
一
冨
一
西
一
都
一
基
中

中

成

ハツヱ

トキヨ

ムメヨ

井藤長大高白森石油佐

川 94歳

石武出井屋宇芳河中岡森山酒石森
土也

村田合上岡津我野岡

蔵

宮久上鎌

九
十
四
歳

本津岡野橋木山河田子

ヨ
シ
ヱ
(
徳
森
)

ミ
ツ
ヱ
(
新
谷
)

ヨ
シ
ヱ
(
森
山
)

喜
代
せ
(
市
木
)

ム
マ
ヨ
(
中
村
)

ヨ
シ
ヲ
(
柚
木
)

ウ

ラ

(

新

谷

)

ア
ツ
ミ
(
菅
田
)

可
祝
(
喜
多
山
)

ト
シ
ヲ
(
中
村
)

九
十
三
歳

口本井間久

花

代

(

徳

森

)

渡
喜
衛
(
田
口
)

ヒ
サ
コ
(
春
賀
)

シ
ケ
ル
(
若
宮
)

フ
ジ
ヱ
(
新
谷
)

マ
ツ
ミ
(
柏
木
)

キ
ミ
ヱ
(
田
処
)

サ
カ
ヱ
(
平
野
)

幸
(
米
津
)

マ
ス
ヱ
(
上
須
戒
)

キ
ク
ヨ
(
柳
沢
)

カ
メ
ヨ
(
平
野
)

ミ
ド
リ
(
菅
田
)

ア
キ
ラ
(
大
洲
)

フ
キ
ヱ
(
五
郎
)

2 -

九
十
二
歳

本保林田

士
口
九
(
平

汲

子

(

大

花

子

(

菅

キ
ク
ヱ
(
大

抄[，[田洲野
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前安徳竹石日山栗冨冨長増菊高杉河山衣笹桝城菊泉高福村福中松大村山梶

田川田田本置本田永永瀧田池田崎野中

ヒ
サ
ヲ
(
中
村
)

テ

イ

(

大

洲

)

ヤ
ヱ
ミ
(
市
木
)

ヨ
ネ
イ
(
田
口
)

ミ
ツ
ヨ
(
大
洲
)

ヲ
ウ
ラ
(
五
郎
)

タ
ツ
ミ
(
大
洲
)

キ
サ
ヲ
(
市
木
)

ミ
ツ
ル
(
出
呂
田
)

功
(
成
能
)

キ
ミ
ヱ
(
大
洲
)

ス

マ

(

菅

田

)

鹿

持

(

菅

田

)

ヤ
ヱ
ノ
(
蔵
川
)

ミ
ス
ズ
(
若
宮
)

歳

子

(

中

村

)

ツ
ル
ヲ
(
八
多
喜
)

九
十
一
歳

橋岡上岡野本野上内尾

ツ
ズ
ク
(
新
谷
)

フ
ク
ヨ
(
五
郎
)

繁
見
(
東
大
洲
)

房

子

(

菅

田

)

キ
ク
ヨ
(
若
宮
)

ミ
ヤ
コ
(
菅
田
)

サ
カ
ヱ
(
成
能
)

マ
ス
ミ
(
菅
田
)

ク
ス
ヱ
(
大
洲
)

ア
サ
ヱ
(
五
郎
)

ト
ミ
ヱ
(
田
処
)

モ
モ
ヨ
(
菅
田
)

ア
サ
ヲ
(
森
山
)

ト

メ

(

大

洲

)

輝

夫

(

五

郎

)

ふ
く
ゑ
(
中
村
)

笠田田滝地

松堀野大塚山山上村菊今谷奥中田久吉信二山神宇山梅坪梶田織泉小水菊谷
者E

本島塚上保本尾宮本谷宮下林田原中田 本本野本下回上地域

ヒ

ナ

(

菅

田

)

茂

道

(

長

谷

)

ユ

キ

(

若

宮

)

芳

文

(

市

木

)

冨
好
(
宇
和
川
)

キ
ヌ
カ
(
大
洲
)

ヨ
シ
ミ
(
若
宮
)

テ
ツ
ノ
(
田
口
)

ア

サ

(

大

洲

)

ナ
カ
ヱ
(
大
洲
)

ム
ラ
ヱ
(
菅
田
)

田
九
十
歳

主宰成 7也岡

ヨ
シ
コ
(
新
谷
)

コ
マ
チ
(
西
大
洲
)

ミ
キ
ヨ
(
八
多
喜
)

寅
之
助
(
大
洲
)

喜
代
一
(
田
口
)

兵

松

(

田

口

)

フ
ク
ヨ
(
西
大
洲
)

ア
キ
ヱ
(
柚
木
)

ア
サ
ヱ
(
平
野
)

ト
ラ
ヱ
(
平
野
)

ア
イ
ノ
(
西
大
洲
)

金

衛

(

市

木

)

フ

ミ

(

田

口

)

シ
ズ
(
八
多
喜
)

ア
サ
コ
(
平
野
)

シ
ズ
ヱ
(
八
多
喜
)

喜
市
(
西
大
洲
)

マ
サ
ヲ
(
喜
多
山
)

彦

市

(

徳

森

)

頼

若

(

蔵

川

)

芳

雄

(

徳

森

)

謂
三
郎
(
平
野
)

井泉宮藤二山下佐胸異神冨河向井浅西梶福矢池橋
々

上川本田宮根西木福柴田土内本上倉山谷岡野田本

シス キラ福英ツナヨ仙太 シトコシ喜ヨ道ハ書
ゲミクク ヤカシ ヅクモカ美 ル
ルカ静ヱヱ治哉コヨヱ音朗 }I原ヱヱトヨ愛シ善ヲ穂

野平宇徳菅菅八大新大春柚新若徳田五上徳八上喜
佐辛口 多 須多須多
来野川森田田喜洲谷洲賀木谷宮森口郎戒森喜戒山2i_ ~q 長寺Jミ

大
洲
市
で
は
、
老
人
福
祉
増
進
の
た

め
「
敬
老
年
金
」
と
「
シ

l
ツ
」
を
贈

呈
し
ま
す
。
な
お
、
対
象
者
や
受
渡
し

期
日
な
ど
は
次
の
通
り
で
す
。

対

象

者

平
成
二
年
九
月
十
五
日
現
在
、
大
洲

市
に
引
き
続
き
三
ヵ
月
以
上
住
所
の
あ

る
人
で
、
そ
れ
ぞ
れ
次
の
要
件
に
該
当

す
る
人
。

①
一
敬
老
年
金
に
つ
い
て
は
、
九
月
十
五

日
現
在
で
満
八
十
歳
以
上
の
人
(
明
治

四
十
一
二
年
九
月
十
六
日
ま
で
に
生
ま
れ

た
人
)

②
シ

l
ツ
に
つ
い
て
は
、
九
月
十
五
日
※
シ

i
ツ
は
、
各
個
人
あ
て
、
九
月
末

現
在
で
満
七
十
歳
以
上
の
人
(
大
正
九
日
ま
で
に
お
届
け
し
ま
す
。

年
九
月
十
六
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人
)
詳
し
く
は
、
福
祉
事
務
所
援
護
係
ま

敬

老

年

金

の

受

渡

し

で

宮

⑫

2
1
1
1
内
線
2
7
5

制
臼

4mdhoω
品
ゐ

E
Bゆ
勿
ゆ
0
0伊
的
ゐ
市

ω的
ゐ
苫
ψψ
。

ωゆ
ψ
E
T砂
ψ
t
y砂
ψ
同
白
Y
O伽
唱

m
O伊
o
m
oゅ
o
m
dゐ
ぷ
高
対
向
ぶ
及

xvoo伽
紛
争
。
伯
尚
税
引

す

上

は

ま

以

人

い

長

る

で

係

あ

し

て

が

置

し

と

設

と

ご

を

川

一

炎

i

t

E

一三ロ

L

員

原

相

さ

絡

(

る

だ

連

す

く

政

関

緒

子

二

+g

f

l

j

 

政

ご

し

行

に

指

、

軽

目

で

気

敬
老
年
金
と

シ
l
ツ
を
贈
呈

九
月
十
二
・
十
三
了
十
四
日

午
前
九
時

1
午
後
四
時
三
十
分

肱
南
・
久
米
地
区

市
役
所
一
階
ロ
ビ
ー

肱
北
・
喜
多
地
区

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

そ
の
他
の
地
区
↓
各
連
絡
所

持
参
晶
印
鑑
、
通
知
の
は
が
き

日
時

場
所

- 3 ー

大洲市では、行政サービスの強化を

の橋渡し役です。市内に居住し、本庁

カず、 行政連絡員に任命されでいますの

行政連絡員は、市民の皆さんと行政と

に勤務する職員
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全市でスタート-

近
年
、
社
会
福
祉
を
考
え
て
い
く
上

で
、
「
ノ

l
マ
ラ
イ
ゼ
イ
シ
ョ
ン
」
と
い

う
考
え
方
が
注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
こ
れ
は
、
障
害
者
も
健
常
者

も
、
高
齢
者
も
子
供
も
若
者
も
、
あ
ら

ゆ
る
人
々
が
、
共
に
地
域
社
会
の
中
で

生
活
し
て
い
る
こ
と
が
、
人
聞
社
会
の

本
来
の
姿
で
あ
る
と
い
う
考
え
方
で
す
。

か
つ
て
の
福
祉
施
策
は
、
高
齢
者
や

障
害
者
の
施
設
を
つ
く
り
、
そ
こ
へ
収

容
保
護
す
る
だ
け
で
、
一
般
社
会
か
ら

高
齢
者
や
障
害
者
を
隔
離
す
る
こ
と
に

つ
な
が
る
も
の
で
し
た
。
ノ

i
マ
ラ
イ

ゼ
イ
シ
ョ
ン
の
考
え
方
は
、
こ
れ
に
対

抗
し
、
克
服
し
よ
う
と
す
る
働
き
を
持

っ
て
い
る
の
で
す
。

こ
う
い
っ
た
ノ

l
マ
ラ
イ
ゼ
イ
シ
ヨ

ン
の
考
え
方
に
即
し
た
福
祉
施
策
の
基

一在宅福祉サービス事業

おおず

当、

広報

A老人福祉センターに設置された特殊浴槽

本
方
向
と
し
て
定
着
し
て
き
た
の
が
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ケ
ア
と
呼
ば
れ
る
も

の
で
す
。
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ケ
ア
と
は
、

障
害
者
福
祉
や
高
齢
者
福
祉
を
、
特
別

な
施
設
の
中
だ
け
で
な
く
、
地
域
の
中

で
地
域
と
の
結
び
つ
き
を
保
ち
な
が
ら

行
う
こ
と
で
す
。
で
す
か
ら
、
こ
れ
を

推
進
し
て
い
く
た
め
に
は
、
地
域
住
民

の
主
体
的
か
つ
組
織
的
な
協
力
活
動
や
、

各
施
設
・
機
関
と
社
会
福
祉
サ
ー
ビ
ス

の
連
絡
調
整
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

こ
う
し
た
考
え
に
基
づ
き
、
大
洲
市

で
は
、
昨
年
八
月
か
ら
モ
デ
ル
地
区
を

指
定
し
て
ん
在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
以

を
ス
タ
ー
ト
。
本
年
四
月
か
ら
は
、
全

市
を
対
象
に
し
て
事
業
を
展
開
し
て
い

ま
す
。こ
の
事
業
は
、
お
年
寄
り
ゃ
身
体
障

害
者
な
ど
が
日
常
生
活
で
困
っ
た
時
に

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
(
協
力
会
員
)
が
訪
問

し
て
サ
ー
ビ
ス
を
行
う
、
大
洲
市
独
自

の
預
託
制
の
在
宅
福
祉
制
度
で
す
。
サ

ー
ビ
ス
を
希
望
す
る
人
は
、
利
用
会
員

と
し
て
登
録
さ
れ
、
一
日
三
時
間
、
一

週
十
八
時
間
を
限
度
に
、
一
回
一
律
百

円
で
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ
ま
す
。
ま

た
、
協
力
会
員
と
し
て
登
録
し
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
し
た
人
は
、
そ
の
内
容
に
応

じ
た
点
数
を
預
託
。
利
用
会
員
と
し
て

サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
際
に
、
点
数
に
応

じ
た
介
護
を
無
料
で
受
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
は
、
市
の

委
託
を
受
け
て
、
大
洲
市
社
会
福
祉
協

議
会
(
宮
⑪
2
1
1
1
内
線
2
3
8
・

4
『
在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
の

研
修
会
の
も
よ
う

2
3
9
)
が
遥
営
し
て
い
ま
す
。
詳
し

く
は
、
市
及
び
各
地
区
社
会
福
祉
協
議

会
又
は
地
元
の
民
生
児
童
委
員
ま
で
お

問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
の
ほ
か
に

も
、
市
で
は
様
々
な
福
祉
事
業
を
展
開

し
て
い
ま
す
。

八
月
三
日
に
は
、
入
浴
サ
ー
ビ
ス
用

の
特
殊
浴
槽
を
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
に

新
設
。
同
日
か
ら
利
用
を
開
始
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
市
民
の
善
意
の
結
晶
で

あ
る
福
祉
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
基
金
も
、
昨

年
八
月
か
ら
運
用
を
開
始
。
地
区
別
福

祉
懇
談
会
や
介
護
者
の
つ
ど
い
な
ど
の

開
催
、
愛
の
ベ
ル
設
置
な
ど
、
様
々
な

事
業
に
活
用
し
て
い
ま
す
。

職
員
を
募
集

日
大
洲
地
区
広
域
消
防
事
務
組
合
H

一
採
用
予
定
人
員

二
受
験
資
格

山
日
本
国
籍
を
有
す
る
心
身
と
も
に

強
健
な
男
子
。

山
昭
和
必
年
4
月
2
日
か
ら
昭
和
羽

年
4
月
1
日
ま
で
に
生
れ
た
者
で
、

高
校
卒
業
者
及
び
平
成
3
年
3
月
高

校
卒
業
見
込
の
者
。

問
地
方
公
務
員
法
第
十
六
条
の
各
号

に
該
当
し
な
い
者
。

凶
平
成
2
年
6
月
初
日
現
在
、
大
洲

市
、
長
浜
町
、
内
子
町
、
五
十
崎
町
、

肱
川
町
、
河
辺
村
の
い
ず
れ
か
に
住

所
を
有
す
る
者
。
又
は
、
前
記
一
市

四
町
一
村
内
に
生
計
の
根
拠
を
有
し

就
学
中
の
者
。

三
申
込
期
間

9
月
1
日
1
9
月
日
日

※
詳
し
く
は
大
洲
消
防
本
部
(
宮
⑫
2

6
6
5
)
ま
で

人

4 -

ご
協
力
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た

ー
緑
化
募
金

l

今
年
の
緑
の
羽
根
募
金
は
、
市
民
の

皆
さ
ん
の
温
か
い
ご
理
解
と
ご
協
力
で
、

五
十
七
万
八
千
二
円
の
成
果
を
あ
げ
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
の
募
金
は
、
国
・
県
・
市
の
緑
化

推
進
活
動
(
苗
木
の
配
布
等
)
の
た
め
、

利
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

ご
協
力
み
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。



おおず

み
ん
な
そ
ろ

っ
て
投
票

L
ま
L
ょ
う

広報

九
月
二
十
九
日
(
土
)
は

大
洲
市
議
会
議
員
選
挙

九
月
二
十
九
日
(
土
)
は
、
大
洲
市

議
会
議
員
選
挙
の
投
票
日
で
す
。

わ
た
し
た
ち
の
暮
ら
し
に
直
接
結
び

付
く
大
切
な
選
挙
で
す
。
よ
く
考
え
て

悔
い
の
な
い
一
票
を
投
じ
ま
し
ょ
う
。

投
票
日
時

九
月
二
十
九
日
(
土
)

午
前
七
時
か
ら
午
後
六
時
ま
で

告
示
日
九
月
二
十
二
日
(
土
)

立
候
補
届
出
説
明
会

九
月
十
日
(
月
)

午
後
一
時
三
十
分
か
ら

大
洲
市
役
所
二
階
大
ホ
l
ル

立
候
補
届
出
期
間
及
び
場
所

平成2年9月1日

九
月
二
十
二
日
(
土
)

午
前
八
時
三
十
分
か
ら
午
後
五
時
ま

大
洲
市
役
所
二
階
大
ホ
l
ル

投
票
資
格

①
満
二
十
歳
以
上
で
あ
る
こ
と
。

-
R
A
7
回
は
、
昭
和
四
十
五
年
九
月

三
十
日
以
前
に
生
ま
れ
た
人
。

②
引
き
続
き
二
一
ヵ
月
以
上
大
洲
市
の

住
民
基
本
台
帳
に
記
録
さ
れ
て
い
る

こ
と
。女
平
成
二
年
六
月
二
十
一
日
以
前

に
、
住
民
票
の
作
成
又
は
転
入
届

を
し
た
人
。

く市 在投不
E だ選選場 時 期者票投在
⑫さ挙挙所 間 間投に票者
2 い管に 票行日投
1 0理つ大五午十九をけに票
1 委い洲時前八月すな
1 員て市ま八日二るいや
内 会、役で時ま十こ人む
線 へ詳所 三でことはを
2 おし二十 日が、得
3 聞い階 分 かで前な
O いこ大 か らきもい
合とホ ら 九まっ事
わは i 午 月すて情 」一一一一占
せ、ル後二。不で 緒方辰臣

η均~WmS'ηρπ*'ジπ~η古布奇勾碕%õジπぜπ汐完ず初吉行τ♂r.~奇句、均百勾奇有司勾R斗n"πγ;r~~~n-

入時期場 す杯に月
園 のでは四好
料開問所 てもすぐ日評

。くに σコ
ぜ次まオ観
て介 σコオL I フ't
ーとたフ。な
度おおンし
ごりいし園
来開しまが
園園いし、
くしなた今
だてし。年
さいで良も
しミま j二A

平成 2年度の特設人権相談所を次

のとおり開設します。相談所は、大洲

市の人権擁護委員等が担当して無料

で行っています。秘密は固く守られ

ますので、お気軽にご利用ください。

開設日 開設場所

9月 4日 大川連絡所

10月 3日 肱北公民館

10月12日 杉山尺i主主各戸斤

11月 5日 三善連絡所

12月 3日 中央公民館

12月11日 平野連絡所

1月11日 南久米連絡所

2月14日 菅国連絡所

3月 6日 八多喜連絡所

※開設時聞は、いず、れの日も10時一

15日寺までです。

怒
し
狩
り
が

始
ま
つ
定
よ

上
須
戒
一
の
瀬
梨
団
地

八
月
四
日

1
九
月
中
旬

午
前
九
時
1
午
後
五
時

大
人
(
中
学
生
以
上
)
六

O

O
円
。
子
供
(
小
学
生
以
上
)

同

O
O円
。
三
歳
以
上
二

O

O
円。

※
持
ち
帰
り
は
、
一
キ
ロ
グ
ラ
ム
当
り

五
O
O円
。
団
体
割
引
は
、
十
五
人
以

上
か
ら
で
一
割
引
で
す
。

- 5 



平成2年9月1日

平成元年4月1日

~平成2年3月31日
平成元年度大洲市の

おおず広報

大
洲
市
長

桝

田

財政状況

一般会計予算執行状況)
車工予算額 130億6，495万円

執行額 122億8，244万円
予算額 130億6，495万円
執行額 1271:意9，405万円 出歳

面亙三羽
大
洲
市
財
政
状
況
の
公
表
等
に
関
す
る
条
例
第
二

条
お
よ
び
地
方
公
営
企
業
法
第
四
十
条
の
二
の
規

定
に
よ
り
、
平
成
元
年
度
の
財
政
状
況
を
公
表
し

ま
す
。

14億 809万円
13億3，577万円

12億1，181万円
11億9，272万円

11億4，525万円
11億3，735万円

9i意4，209万円
1C億2，048万円

2億3，500万円
3{;意3，023万円

5億1，371万円
5億1，439万円

5億1，764万円
5億1，764万円

9億2，820万円
7億2，910万円

8{;意3，271万円
8億2，054万円

日自
ゐ
内
千

J
n
H

4
S
T
f
1
虫ロ

予
算
額

6億4，680万円
6億3，367万円

17億、7，555万円
15億1，227万円

4億 273万円
3i意7，878万円

5{意4，524万円
5億2，360万円

30億円20 10 

(市税と市民負担の状況)

。。10 20 30 40億円

市民税 固定資産税 たばこ消費税 軽自動車税 その他
工頁

制
d口~ 

盛 畠
-電気税

目
-特別土地

計保有税

金 額 16{;意1，299万円 11{意 953万円 li意5，424万円 4，659万円 2，239万円 29i意4，574万円

1世帯あたり 125，019円 85，997円 11，955円 3，611円 1，735円 228，317円

1人当たり 40，805円 28，069円 3，901円 1，179円 566円 74事520円

構成比 54.8% 37.7% 5.2% 1.6% 0.7% 100.0% 

- 6ー



平成2年9月1日 広報おおず

(公債費の状況)
(一般会計性質崩予算執行状況)

自平成元年4月1日
至平成2年3月31日

災害復旧事業費
区分 借入先 件数 現在晶 一世帯当たり 一人当たり 3億7，878万円(3.1%)

般
y耳へh

言十

特

3D 
Jエ5ミ、

計

Z口L 

種

宅

山

田

大蔵省 107 56億6，792万円 439，305円 143，386円

郵政省 44 2H意4，506万円 166，258円 54，266円

その他 60 35億1，169万円 272，182円 88，838円

小計 211 113億2，467万円 877，745円 286，490円

大蔵省 17 4{;意5，478万円 35，249円 11，505円

郵政省 34 4i意9，711万円 38，530円 12，576円
その他 6 8，620万円 6，681円 2，181円

小計 57 1C億3，809万円 80，460円 26，262円

計 268 123億6，276万円 958，205円 312，752円|

(市有財産の状況)
匁リ 面 積: 等 金 額

土也 531.194m' 27億 6，569万円

手本 2，841，051m' 5，377万円

主因 113，550m' 9，997万円

物件費
9i意、363万円
(7.4%) 

幸佐手重土也 12.926m' 1，151万円

建 物 176，341m' 116億 8，049万円 (事業蚕言?の状況)
立 木 59. 263m' 3億 6，450万円

財政調整基金 17億 6，358万円

国民健康保険財政調整基金 3億 2，204万円 工業用水道

土地開発基金 2億 4，085万円 オて i主主
その他特定目的基金 8億 1，160万円

出 資 金 9，364万円
国民宿舎

〆E合3、 言十 32億 3，171万円 病 院

特別会計の
国民健康保険 国保診療所

状 況

予算現額

収入済額

支出演額

差 ヲi

交通傷害保障

援言Z
789万円

801万円

748万円

53万円 J

魯
25億 6，235万円

26億 1，151万円

23億 7，297万円

2{:意3，854万円

土地取得造成

1，082万円

1，077万円

1，077万円

0万円

間
3，585万円

3，318万円

3，312万円

6万円

住宅新築資金
等貸付事業

連時¥
1億 1，816万円

5，746万円

H意1，786万円
ム 6，040万円

- 7 

総収益 総費用 当期純利益

799万円 636万円 163万円

3億5，933万円 3億4，263万円 1，670万円

8，145万円 8，143万円 2 万円

16億2，525万円 15i意6，765万円 5，760万円

老人保健

量遥手ヒゐ
25{:意9，102万円

24億 3，289万円

24億 4，644万円

ム 1，355万円

簡易水道

事h
H意2，825万円
1{:意2，596万円

1億 2，429万円

167万円

公共下水道事業

2f意2，480万円

2億2，366万円

2億2，366万円

0万円

農業集落排水

!時
1億 592万円

1億 434万円

1{:意 434万円

0万円ノ



平成2年9月1日

退
職
金
づ
く
り
は
中
退
金
で

新増築家屋

税務課-

を調査

ー
中
小
企
業
の
皆
さ
ん
ヘ
ー

要 o 0 0 度を払でと済
苦国掛すに月す国|で目う大が制中
3ず金。あ々。の|す的こ企困度退
EFの つ少 制中。とと業難)金
3担ー た額 度退 しがとなは制
gし部退の で金 てで同中、度
jまと 職掛 す制 っきじ小退(
却す制 室長金 の度 くるよ企職中
% 0 度 づで での らよう業金小
の く、 安特 れうなに制企
3 運 り企全色 たに退、度業
主 営 が業 ・ I 、す職国を退
言 費 での 確 l 国る金のも職
E は き実実 のこを援つ金
喜 、 ま態 で、 制と支助こ共

がi'I希~~ へ戒 3 0 0 0 
清タ望パ物代 金)金老金 金喜し掛度加き転 ③ ⑦ の
和オケス詰) 一 一人一 - $で金)入ま職負吊月 i揺がを事新
園ル丘タの 大封 封会封 封;全はが前すし担這か i金負契重し
へハ壮オ口天 ~ ~へ~ ~を額税通の。てし金ら増月担約主く
)ンヘル座里子沙1'1寄菅菅)上平平号免法算勤 もで制ー額額し月に中

付田田上須野野君税上ても務 、い度年分をまの:退
大チ大十 糸大金町地須戒町地主に損き期 退まの聞の増す翌 i金
洲 ~1'i'1 枚 枝洲を 区戒地 区喜な金ま間 職す運国三額。月掛制
三 ( ユ神 社 区 社量り・す(金。営が分す か金度

吉主需主 主岸喜?会話堺更 j手挙。十 言 言語竺主 主主品
カ枚カす コ業市田と勝)言。経年算 、しを業年分入
ス(ス寮 協所富社貞上俊 5 費 を が固ま増主 閣のす
ヱ大ヱと 会へ衛協夫須 を と 限でがす額に国一る) ;。

せざ 持3
ていあ 除
いまた 機
たした 一
大だたか 台
洲き。い ( 
市ま感善 三
社す謝意春善
会。をを賀公
福こあ民
祉 めり宮館
協 てが下へ
議掲と)
会載う重
さご善

相関柿側側ヴ柑ぷ柵判明的《刑判州側柑

まを屋査す家 いでに屋
す除(も。屋なし実実に今
習のく j威れ申なおま方包土也つ年
事ても)失と告ど、すし調い
望 、にのなが)滅。ま査で新
喜該課登りなの失 すを、築
喜当税記、か調家 の行固又
喜家さを取っ査屋 でい定は
善屋れさりたも( 、ま資増
;のるれこ場同取 ごす産改
あ恐てわ合時り 協。評築
をるれいさににこ 力次価さ
普方がるれは行わ をののれ
習はあもた、いし お予たた
3、りの家調また 願定め家
IJ 
t 

j手
韮乞茸

喜⑪
望 2
を 1

事業主の皆さん並びに障害者の皆さ ま l
を 1

んの雇用に関する相談を行っています 3内
ので、お気軽におこしください。 !? 

ハローワーク大川| 年 4

(大沙松共職業安定所)I 5 

お
早
め
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
o

v調
査
期
間

平
成
二
年
九
月
中
旬
か
ら

平
成
三
年
一
月
中
旬
ま
で

V
対
象
家
屋

平
成
二
年
一
月
二
日
以
降
に
新
増

築
し
た
家
屋
、
及
び
取
り
ご
わ
し

た
家
屋

- 8ー

ま
ご
こ
ろ
の

お
く
り
も
の
(
敬
称
略
)

金
一
封
(
第
一
回
大
洲
市
社
会
福
祉

チ
ャ
リ
テ
ィ
シ
ョ

i
収
益
金
)
平
野
町

大
洲
歌
謡
教
室
(
代
)
平
井
政
穂

(
指
定
配
分
)

金
一
封
(
柳
沢
地
区
社
協
へ
)

柳

沢

篠

崎

八

重

子

金
一
封
(
三
善
地
区
社
協
へ
)

東

宇

山

西

山

義

贋

金
一
封
(
新
谷
地
区
社
協
へ
)

恋

木

後

藤

誠

一

9月は

「障害者雇用促進月間」

ーーーです

民待φ時。時φや録制添削燕φはや特φ《事"文句《特《イ品川
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ス
テ
ィ
パ
ル
「
E
H
I
M
E
発
/
個
性
川

派
サ
ウ
ン
ド
」
を
開
催
。
個
性
あ
ふ
れ
川

る
サ
ウ
ン
ド
の
競
漬
を
お
楽
し
み
い
た
川

だ
き
ま
す
。
ア
マ
チ
ュ
ア
ミ
ュ

l
ジ
ツ
川

ク

界

か

ら

、

県

内

外

の

六

バ

ン

ド

が

参

山

識

字

運

動

と

人

権

川

加
。
プ
ロ
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
・
井
上
昌
己
川
横
浜
市
の
寿
町
、
簡
易
宿
泊
所
六
千

(
八
幡
浜
出
身
)
を
交
じ
え
て
の
ト
l

川
人
の
旦
履
い
労
働
者
の
住
む
町
。
こ
の

ク
イ
ン
な
ど
を
通
じ
て
、
自
ら
が
求
め
川
一
角
に
あ
る
横
浜
市
立
寿
生
活
館
の
一

表
現
し
よ
う
と
す
る
サ
ウ
ン
ド
の
世
界
川
室
で
、
毎
週
金
曜
夜
六
時
か
ら
「
寿
識

を
ぶ
つ
け
あ
い
ま
す
。
山
{
子
学
級
し
が
開
か
れ
る
。
昭
和
四
十
八

入
場
は
無
料
で
す
が
、
整
理
券
が
必
川
年
に
始
ま
り
、
五
十
五
年
頃
は
大
沢
敏

要
で
す
。
整
理
券
ご
希
望
の
方
、
あ
る
川
郎
さ
ん
が
専
従
と
し
て
学
校
を
聞
い
て

い
は
、
ア
マ
チ
ュ
ア
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
フ
川
い
た
。
在
日
韓
国
人
の
オ
モ
ニ
(
母
さ

エ
ス
テ
ィ
パ
ル
に
つ
い
て
詳
し
い
こ
と
山
ん
)
や
簡
易
宿
泊
所
の
労
働
者
十
数
人

を
知
り
た
い
人
は
、
企
画
情
報
課
(
宮
川
が
通
っ
て
い
る
。

@
2
1
1
1
内

線

)

ま

で

お

閉

山

横

浜

の

登

校

拒

否

児

の

フ

リ
i
ス
ベ

い

合

わ

せ

く

だ

さ

い

。

川

l
ス
か
ら
識
字
学
級
を
紹
介
さ
れ
、
冬

三

E
E
2
E
Z
E
Z
E
z
z
z
z
z
E
Z
Z三
三
三
三
三
三
三
三
言

E
E
Z
Z
E
E
-
E
E
E
E晶
子
さ
ん
(
十
六
才
)
は
、
上
京
後
八
月

A
7
の

日

本

を

知

り

、

未

来

を

考

え

る

川

こ

の

学

級

に

足

を

踏

み

入

れ

た

。

た

め

の

国

勢

調

査

が

、

来

る

十

月

一

目

、

川

「

私

の

周

り

で

は

、

字

が

読

め

た

り

書

全

国

一

斉

に

行

わ

れ

ま

す

。

国

勢

調

査

川

け

た

り

す

る

の

は

当

り

前

だ

っ

た

。

お

は

、

赤

ち

ゃ

ん

か

ら

お

年

寄

り

ま

で

、

山

ば

あ

ち

ゃ

ん

が

小

学

一

年

生

の

よ

う

な

日

本

に

住

ん

で

い

る

全

て

の

人

が

対

象

山

字

で

、

作

文

を

書

い

て

い

る

の

を

見

て

と

な

る

大

規

模

な

調

査

で

す

。

調

査

の

川

H

こ
ん
な
世
界
が
あ
っ
た
ん
か
H

と
驚
い

結

果

は

、

福

祉

、

教

育

、

雇

用

、

住

宅

川

て

し

も

う

た

。

L

建

設

な

ど

生

活

に

密

着

し

た

問

題

に

つ

川

年

老

い

た

オ

モ

ニ

や

労

働

者

が

、

白

い

て

、

国

や

都

道

府

県

、

市

区

町

村

な

川

分

の

人

生

を

文

字

化

し

て

読

み

、

他

の

ど

が

、

こ

れ

か

ら

の

行

政

を

考

え

る

基

山

人

と

響

き

合

い

、

共

に

涙

す

る

三

時

間

礎

資

料

と

し

て

活

用

さ

れ

ま

す

。

山

の

授

業

が

、

冬

子

さ

ん

の

心

を

揺

さ

ぶ

九

月

下

旬

に

、

皆

さ

ん

の

お

宅

に

調

川

っ

た

。

査

員

が

お

伺

い

し

、

調

査

票

へ

の

ご

記

川

な

か

で

も

、

二

十

歳

の

青

年

の

作

文

入

を

お

願

い

し

ま

す

。

時

聞

は

あ

ま

り

川

が

、

冬

子

さ

ん

を

感

動

さ

せ

た

。

戦

前

お

か

け

し

ま

せ

ん

の

で

、

ど

う

ぞ

ご

協

山

朝

鮮

半

島

で

結

婚

、

戦

後

山

奥

の

農

村

力

く

だ

さ

い

。

川

で

、

六

人

の

子

供

を

育

て

た

彼

の

母

の

川
生
き
ざ
ま
を
綴
っ
た
も
の
。

おおず

第
五
回
国
民
文
化
祭
・
愛
媛
卯

広報

?マ乎ユ?三ユー号伊丹一¥

人一つヱス手イ/ot!

EHIME発f個性派サウンドー

10.23 調
査
対
象
は

約
一
億
二
千
四
百
万
人

H

十
月
一
日

国
勢
調
査
H

平成2年9月1日

来
る
十
月
十
九
日
、
第
五
回
国
民
文

化
祭
・
愛
媛
叩
が
開
幕
。
二
十
八
日
ま

で
の
十
日
間
、
県
内
各
地
で
様
々
な
催

し
が
展
開
さ
れ
ま
す
。

大
洲
市
で
は
、
十
月
二
十
三
日
(
火
)

午
後
六
時
か
ら
、
市
民
会
館
大
ホ
l
ル

で
、
ア
マ
チ
ュ
ア
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
フ
ェ

7月末までの
大洲市内の交通事故 9月21日

，._， 30日

秋の全国交通

安全運動

7月末現在 昨年同期

件 数 139 119 

負傷者 184 152 2 

死 者 。

No.142 

「
人
権
と
同
和
教
育
」

「
よ
く
こ
れ
だ
け
、
母
の
こ
と
を
思
え

る
な
ん
て
。
私
の
家
族
は
私
が
学
校
へ

行
く
こ
と
で
成
り
立
っ
て
い
た
。
家
族

つ
で
一
体
何
や
ろ
。
母
っ
て
何
や
ろ
。
L

生
ま
れ
て
初
め
て
新
鮮
な
印
象
を
受
け

自
分
に
問
い
か
け
た
冬
子
さ
ん
は
、
識

{
子
学
級
に
作
文
を
書
き
残
し
た
。

「
学
校
で
は
教
え
て
く
れ
な
い
、
大
切

な
こ
と
を
、
少
し
だ
け
学
ん
だ
よ
う
な

気
が
し
ま
す
。
識
{
子
学
級
と
の
出
会
い

に
よ
っ
て
、
私
は
甘
え
て
い
る
ん
だ
な

あ
っ
て
、
つ
く
づ
く
思
い
ま
し
た
。
十

年
間
学
校
に
通
っ
て
、
心
か
ら
楽
し
み

な
が
ら
勉
強
し
た
こ
と
は
な
か
っ
た
。

押
し
つ
け
ら
れ
て
す
る
勉
強
は
、
苦
痛

と
一
言
え
ま
し
た
。
そ
し
て
『
勉
強
は
嫌

な
も
の
』
と
い
つ
の
間
に
か
、
こ
う
思

う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
で
も
こ
こ
に

来
て
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
お
じ
い
ち
ゃ
ん
達

が
本
当
に
楽
し
そ
う
に
、
一
生
懸
命
勉

強
し
て
い
る
姿
を
見
て
『
勉
強
す
る
っ

て
楽
し
い
こ
と
な
ん
だ
』
っ
て
感
じ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
」

こ
う
し
て
登
校
拒
否
児
冬
子
の
生
き

方
は
、
識
{
子
学
級
と
の
出
会
い
か
ら
変

革
し
て
い
っ
た
。

ュ
、
不
ス
コ
は
一
九
九

O
年
国
際
識
字

運
動
を
始
め
た
。
そ
こ
で
、
識
字
の
願

い
や
識
字
運
動
の
意
義
に
つ
い
て
、
考

え
て
み
た
い
と
思
う
の
で
す
。

- 9ー



産
業
、
味
覚
、
人
々
の
あ
た
た
か
さ
、

固
有
の
生
活
文
化
(
暮
ら
し
ぶ
り
)
な

ど
、
ピ
カ
ッ
と
光
る
も
の
が
た
く
さ
ん

あ
り
ま
す
。

市
民
の
皆
さ
ん
お
元
気
で
す
か
。
お
た
き
の
情
趣
、
臥
龍
山
荘
、
知
人
友
人
全
国
の
市
町
村
が
「
観
光
の
ま
ち
」

世
話
に
な
っ
た
大
洲
を
離
れ
て
一
年
経
の
ぬ
く
も
り
な
ど
に
話
の
花
が
咲
き
ま
を
標
傍
し
て
頑
張
っ
て
い
る
中
で
、
安

ち
ま
し
た
が
、
ふ
る
さ
と
へ
の
追
憶
と
し
た
。
懐
か
し
い
の
は
当
然
で
す
。
ふ
定
し
て
発
展
を
続
け
る
た
め
に
は
、
十

憧
慣
は
今
な
お
尽
き
ま
せ
ん
。
先
日
、
る
さ
と
は
出
身
者
に
と
っ
て
、
血
で
あ
人
十
色
の
道
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
大
洲

三
鷹
市
に
あ
る
肱
水
舎
(
大
洲
藩
十
三
り
肉
な
の
で
す
か
ら
。
ら
し
さ
が
武
器
で
す
。
特
に
大
切
な
こ

代
藩
主
・
加
藤
泰
秋
公
が
、
東
京
で
学
現
在
の
居
宅
の
近
く
に
は
、
デ
ィ
ズ
と
は
、
土
地
の
人
々
の
優
し
い
心
根
で

ぶ
郷
土
出
身
の
子
弟
の
た
め
に
つ
く
っ
ニ

l
ラ
ン
ド
や
巨
大
な
水
族
館
を
も
っ
す
。

た
育
英
施
設
)
で
、
在
京
の
大
洲
市
・
臨
海
公
園
、
多
種
類
の
家
畜
で
人
気
の
当
地
の
新
聞
の
折
り
込
み
チ
ラ
シ
に

喜
多
郡
出
身
者
の
会
合
が
あ
り
ま
し
た
。
マ
ザ
l
牧
場
、
一
年
中
咲
き
競
う
お
花
四
国
へ
の
旅
行
プ
ラ
ン
が
目
立
っ
て
き

話
題
と
い
え
ば
、
や
は
り
ふ
る
さ
と
畑
な
ど
、
房
総
半
島
の
立
地
条
件
を
活
で
い
ま
す
。
大
洲
へ
足
を
向
け
る
人
も

の
思
い
出
。
肱
川
で
の
水
遊
び
、
姿
の
か
し
た
観
光
地
が
随
分
あ
り
ま
す
。
で
多
く
な
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
大
洲
市
を

美
し
い
冨
土
山
、
城
下
町
の
た
た
ず
ま
も
、
規
模
の
差
は
あ
っ
て
も
、
大
洲
市
訪
れ
た
観
光
客
を
好
き
に
な
っ
て
く
だ

い
、
中
江
藤
樹
先
生
、
う
か
い
・
い
も
に
も
、
か
け
が
え
の
な
い
自
然
や
歴
史
、
さ
い
。
自
然
に
笑
み
が
こ
ぼ
れ
、
優
し

静

か

す

ぎ

て

そ

の

点

、

大

洲

の

う

か

い

は

素

朴

で

ゆ

つ
く
り
楽
し
め
て
い
い
で
す
よ
。

少
し
不
安
で
し
た

V
私
が
子
供
の
頃
は
、
長
良
川
で
よ
く

一
砕
い
た
も
の
で
す
。
子
供
た
ち
(
一
希

く
ん
U
一一一歳
U
、
万
生
ち
ゃ
ん
H
H

一
歳

H)
も
、
も
う
少
し
大
き
く
な
っ
た
ら
、

肱
川
で
川
遊
び
の
楽
し
さ
を
教
え
て
や

り
た
い
と
思
い
ま
す
。

V
大
洲
の
人
は
、
お
お
ら
か
で
優
し
い

人
が
多
い
で
す
が
、
地
域
の
生
活
を
大

切
に
す
る
反
面
、
地
域
外
の
人
を
受
け

入
れ
難
い
と
こ
ろ
が
あ
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
ね
。

V
人
間
関
係
や
自
然
環
境
な
ど
に
は
何

の
不
満
も
な
い
ん
で
す
が
、
一
つ
だ
け

小
児
科
を
含
ん
だ
総
合
病
院
が
あ
れ
ば

な
あ
、
と
思
い
ま
す
。

平成2年9月1日

捺
の
忠
一
い
出

辻
川

和
人
{
千
葉
・
日
歳
)

観
光
大
洲
に
思
う

No.109 

万亀さん白石

おおず広報

(手成・35歳)

V
出
身
は
岐
阜
市
で
す
。
大
洲
へ
や
っ

て
来
た
の
が
昭
和
五
十
九
年
で
す
か
ら
、

も
う
六
年
に
な
り
ま
す
。

V
岐
阜
は
広
大
な
濃
尾
平
野
の
中
に
あ

り
、
私
が
育
っ
た
の
は
市
内
の
繁
華
街

で
し
た
か
ら
、
こ
ち
ら
へ
来
た
頃
は
、

山
が
近
く
に
通
っ
て
い
る
上
に
、
山
の

上
ま
で
家
が
建
っ
て
い
る
の
に
び
っ
く

り
。
そ
れ
に
、
静
か
す
ぎ
て
少
し
不
安

で
し
た
。

V
岐
阜
と
言
え
ば
長
良
川
。
特
に
、
う

か
い
で
有
名
で
す
が
、
あ
ち
ら
の
う
か

い
は
観
光
ズ
レ
し
て
い
て
、
じ
っ
く
り

楽
し
む
と
い
う
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

さ
が
伝
わ
り
ま
す
。
短
い
滞
在
時
間
だ

っ
た
と
し
て
も
大
洲
市
の
印
象
は
強
く
、

長
く
残
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
市
民
の
皆

さ
ん
の
「
心
」
が
観
光
大
洲
の
原
点
で

す。
肱
川
流
域
、
い
や
西
南
四
国
の
中
核

観
光
都
市
と
し
て
、
大
洲
市
の
発
展
を

心
か
ら
祈
っ
て
い
ま
す
。

新
刊
図
書
館
案
内

初
め
て
の
人
に
よ
く
わ
か
る
パ
ソ
コ

ン

谷

岡

康

則

著

ど
の
宗
教
が
役
に
立
っ
か
ひ
ろ
さ
ち
ゃ
著

人
生
山
河
こ
こ
に
あ
り佐
々
木
将
人
著

ヤ
マ
ケ
イ
ガ
イ
ド
全
幻
巻

壁
崩
壊
後
の
世
界

磯
村
尚
徳
・

N
H
K
取
材
班
著

六
十
歳
か
ら
の
生
き
方
多
湖
輝
著

わ
た
し
た
ち
の
手
話
全
比
巻

子
話
研
究
委
員
会
編

却
世
紀
の
女
性
科
学
者
た
ち

L
・ハ

l
パ
i
著

薬
草
の
自
然
療
法
東
城
百
合
子
著

住
ま
い
の
す
て
き
な
模
様
替
え

岡
部
史
子
著

国民健康保険税

今月の納税

期2 

日
市
立
図
書
館
H

ネ
コ
た
ち
を
め
ぐ
る
世
界旦
品
敏
隆
著

夢

黒

津

明

著

と

ん

ぼ

黒

土

三

男

著

碑

夜

十

郎

上

・

下

半

村

良

著

文
学
部
唯
野
教
授
筒
井
康
隆
著

獅
子
た
ち
の
時
代
柘
植
久
慶
著

霧
ふ
か
き
宇
治
の
恋
上
・
下
田
辺
聖
子
著

き
の
ね
上
・
下
宮
尾
登
美
子
著

い

ち

ご

同

盟

三

田

誠

広

著

桂
枝
雀
の
お
も
し
ろ
対
談

ハ
ラ
ス
の
い
た
日
々
中
野
孝
次
著

そ

れ

ぞ

れ

の

時

橋

口

譲

二

著

足
利
尊
氏
上
・
下
大
森
隆
司
著

逆

軍

の

旗

藤

沢

周

平

著

中
浜
万
次
郎
集
成
川
澄
哲
夫
編

人

間

三

国

志

林

田

慎

之

助

著 納期は10月1日です。

10 
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内メヲ

ズtr~!子

オートキャンブ場オーブン/

長記

WE事
華
麗
霧
器
購

砂
レ予
定ヤ
管ワ
理|
棟・
ト
イ
レ
怠
ど
を
r:!コ
フE

備

ムハ
l
ペ
キ
ュ
ー
バ
l
一
ア
イ
ー
を
楽
レ
む

若
者
だ
ち

""n.7花づくり教室-=:::::::.愛す3郷土を-

美じモー

7月7日、愛媛県主催の“移動花づくり教室"

が開催されました。この教室には、久米小学校児

童、 PTA関係者ら約 70人が参加。約 300本の

花をプランターに植え、公民館周辺などに飾りま

した。

- 11 

車
を
乗
り
入
れ
、
車
の
そ
ば
に
テ
ン
ト
を
張
っ
て
キ
ャ
ン
プ

を
楽
し
む
H

オ
l
ト
キ
ャ
ン
プ
場
H

が
、
七
月
二
十
七
日
オ
ー

プ
ン
し
ま
し
た
。

こ
の
キ
ャ
ン
プ
場
は
、
家
族
旅
行
村
整
備
事
業
の
一
環
と
し

て
、
昨
年
十
月
に
着
工
さ
れ
た
も
の
で
、
総
工
費
は
約
一
億
円
。

六
千
八
百
平
方
日
の
敷
地
に
は
、
管
理
棟
、
炊
事
棟
、
野
外
ト

イ
レ
、
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
施
設
な
ど
が
備
え
て
あ
り
ま
す
。
テ
ン

ト
を
張
る
ス
ペ
ー
ス
(
テ
ン
ト
サ
イ
ト
)
は
全
部
で
二
十
七
ヵ

所
あ
り
、
使
用
料
は
一
日
二
千
六
十
円
。
管
理
棟
に
は
温
水
シ

ャ
ワ
ー
も
あ
り
、
一
回
二
百
円
で
利
用
で
き
ま
す
。

こ
の
ほ
か
、
テ
ン
ト
や
毛
布
な
ど
の
キ
ャ
ン
プ
用
品
も
貸
し

出
し
ま
す
が
、
テ
ン
ト
サ
イ
ト
の
使
用
も
含
め
全
て
に
予
約
が

必
要
で
す
。
詳
し
く
は
、
商
工
観
光
課
(
宮
⑫
2
1
1
1
内
線

3
2
7
)
ま
で
。

..... 7.15郷土美化運動・市内一斉清掃
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mvy紋
別
粧

乳

幼

児

、

4
片

¥
V
ン也、

健

康

診

断

』

ー

魚

実

施

日

該

当

者

9
月
4
日
(
火
)
平
成
2
年
4
月
生
※

9
月
日
日
(
火
)
平
成
2
年
1
月
生
※

9
月
日
日
(
木
)
平
成
元
年
2
月
生

9
月
四
日
(
火
)
平
成
元
年
日
月
生
※

9
月
お
日
(
火
)
昭
和
白
年
8
月
生

※
は
肱
南
・
肱
北
地
区
の
み

受
付
時
間
日
時
1
日
時
却
分

実
施
場
所
大
洲
市
保
健
セ
ン
タ
ー

持
参
品
母
子
健
康
手
帳

成
人
病
・
結
核
検
診

実

施

日

9
月

5
日
(
水
)

9
月

6
日
(
木
)

9
月

7
日
(
金
)

9
月
ロ
日
(
水
)

場

所

一
菅
国
連
絡
所

三
善
連
絡
所

蔵
川
(
基
幹
集
落

広報

9
月
初
日
(
木
)

9
月
泊
目
(
金
)

受 9 9 
イ寸月月
時 2827
間日日

無 139金木
時時~~

料¥30 -戸
15分平
日寺 1 里子
11 j車
時絡
戸斤

検

診

料
胃

が

ん

検

診

実

施

日

9
月
担
日
(
金

受
付
時
間

検

診

料

対

象

者

40 9 8 
歳。時
ιJ 0 ¥ 
上円 10タ徳
の時 l森場
人~

!尼
童所
セ
ン

徳
森
(
児
童
セ
ン

タ
ー
)

受
付
時
間
日
時

i
H
時

検
診
料
子
宮
が
ん
検
診

7
0
0
円

乳
が
ん
検
診

2
0
0
円

切
歳
以
上
の
女
性

9
月
紅
白
(
金
)

対
象
者

日
目寺

健

康

相

談

9
月
9
日

(
白
)

9
月
日
日

(
土
)

藤
本
外
科
(
中
町
)

宮

(
ω
2
3
1
0

大
洲
中
央
病
院
(
東
大
洲
)

宮

(
ω
4
5
5
1

村
上
内
科
(
北
只
)

宮
⑫
3
5
0
0

大
洲
中
央
病
院

宮

(
ω
4
5
5
1

大
野
内
科
(
片
原
町
)

宮

(
ω
6
8
0
0

9
月
日
日

(
日
)

9
月
お
日

(
日
)

9
月
白
日
(
月
)

9
月
初
日

(
日
)

9 9 
月月実
26 19 
日日施

オt オt 日 大
洲
中
央
病
院

宮
⑫
4
5
5
1

村
上
外
科
(
片
原
町
)

宮
⑫
2
2
6
2

大
洲
中
央
病
院

宮
⑫
4
5
5
1

岡
本
耳
鼻
科
(
本
町
)

宮

@
3
7
5
2

大
洲
中
央
病
院

宮
⑫
4
5
5
1

清
水
内
科
(
志
保
町
)

宮
⑪
2
0
1
7

市
立
大
洲
病
院
(
鉄
砲
町
)

宮

(
ω
2
1
5
1

祖
母
井
外
科
(
中
村
)

E
@
3
7
5
6
 

大
洲
中
央
病
院

宮

(
ω
4
5
5
1

歯
科
相
談
(
大
洲
保
健
所
)

内

容

成
人
歯
科
相
談

乳
幼
児
歯
科
相
談

相談ごと案内
いず、れも無料です。気軽にご

利用ください。

砂交通事故相談

と き 9月10日 10時~15日寺

9月20日ク

ところ 市役所 3階会議室

砂人権相談

とき 9 月 20 日 13時~16時

ところ 社会福祉協議会事務局

惨法律相談

と き 9月 5日 13日寺一16日寺

ところ 社会福祉協議会事務局

砂心配こと相談

とき 9月 3、10、20、25日

13時~16時

ところ 社会福祉協議会事務局

砂家庭児童相談

と き 毎日の執務時間中

ところ 大洲市福祉事務所

砂行政相談

と き 9月20日 9 日寺~12日寺

ところ 市役所 2階会議室

急、ぐ時は宮⑫3794 (玉木)まで、

砂社会保険相談

と き 9 月 5 、 20 日 10日寺~16日寺

ところ 大洲商工会議所

担当松山西社会保険事務所

惨栄養士による健康相談

とき 9 月 27 日 13時~15時

ところ 大洲市保健センター

対象 40歳以上の人

砂何でも相談

と き 毎日の執務時間中

ところ 大洲隣保館E⑪ 6100

大洲福祉会館宮⑫0947

砂不動産無料相談

と き 9月15日 9 日寺~16a寺

ところ 宅建協会大洲支部

フヂエダ花庖 2階、常磐町4

おおず

婦
人
が
ん
検
診

実

施

9
月
日
日
(
金
)

日

場

所

八
多
喜
連
絡
所

受
付
時
間
日
時
か
ら
で
す
。
前
も
っ

て
電
話
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

宮

(
ω
3
1
6
5

献
血
の
お
知
ら
せ

次
の
よ
う
に
採
血
車
が
巡
回
し
ま
す

の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

実
施
日

9
月
6
日
(
木
)

場

所

時

間

菅
団
連
絡
所

9
時
加
分

1
ロ
時

市
立
大
洲
病
院
日
時
1
日
時

9
月
四
日
(
火
)

加
戸
病
院

9
時
叩
分

i
叩
時
却
分

大

洲

中

央

病

院

日

時

1
ロ
時
却
分

愛
媛
ク
ミ
ア
イ
食
肉
セ
ン
タ
ー

日
時
加
分

i
v
m
時
加
分

わ八3度べ師寺訂
わ %γ! の J〆

びは:のジ誤の正
の 05記 H り記
上.5事中、事広
、八j中小ま中報
訂五i、企た、七
正予るイ呆業 、盤月
いの証振広桂・号
た誤料興報国の
しり年資八師表
まで利金月は紙
すし 11 融号盤
。た O?資の珪・如
滑り四国法

12ー

~ 

直E

今
年
の
夏
は
暑
か
っ
た
で
す
ね
え
。

そ
ろ
そ
ろ
夏
の
疲
れ
の
出
始
め
る
頃
で

す
。
体
調
に
は
十
分
注
意
し
て
く
だ
さ

広
報
お
お
ず
も
、
暑
さ
に
や
ら
れ
て

か
、
七
・
八
月
号
と
ミ
ス
が
目
立
っ
た

よ
う
で
す
。
申
し
わ
け
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

(
た
)
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